
抗GM-CSF自己抗体の
発見からGM-CSF吸入
療法の開発まで

令和4 年 10 月 11 日 (火)

■講演時間■

16:00～17:00 （質疑応答を含む）
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中田先生を中心とする研究グループは、医師主導
治験を経て指定難病の新しい治療法を開発されま
した。この度は肺胞蛋白症の病態解明の基礎研究
からメカニズムを解明し、最終的にGM-CSF療法の
開発に至った経緯についてご講演いただきます。

PAP：肺胞蛋白症(Pulmonary alveolar proteinosis)のこと。
肺胞腔内にリポ蛋白様物質が貯留する呼吸器疾患

GM-CSF：顆粒球マクロファージコロニー刺激因子。白血球の一部を増やし、
活性を維持させるタンパク

ご講演内容

職員･学生

参加可能
【主な対象】
医師・薬剤師・看護師など
臨床研究に関わる者、
及び学生

臨床研究に
関係する

各講座等から
少なくても１名の

ご参加をお願い
申し上げます。

講演者

新潟大学医歯学総合病院
高度医療開発センター

中田 光 先生
(Koh NAKATA, Ph.D)

事前申込不要
どなたでもご参加頂
けます。
参加ご希望の方は
・デスクネッツイン
フォメーション
又は
・臨床研究管理セン
ターHP(下記「専用
ページ」参照)
掲載のURLからご参
加下さい。

～自己免疫性肺胞蛋白症の病因自己抗体の
発見から治療法の開発に至る道～


